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㈲
桜
井
木
工
の
前
身
は
、
昭
和
三
十
九

年
に
創
業
し
た「
桜
井
建
具
店
」。
当
初
は

自
宅
に
作
業
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
一
般
住

宅
の
建
具
の
製
造
を
メ
イ
ン
と
し
た
夫
婦

二
人
三
脚
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
当
時

の
一
般
住
宅
は
和
室
が
大
半
を
占
め
、
建

具
の
需
要
も
多
い
時
代
で
し
た
。
鍵
や
取

手
の
交
換
、
建
具
の
調
整
、
ガ
ラ
ス
修
理

な
ど
の
依
頼
に
も
対
応
し
、
お
客
様
に
大

変
喜
ば
れ
ま
し
た
。　

　
昭
和
六
十
一
年
、
修
業
の
為
に
山
形
市

内
の
木
工
会
社
に
就
職
し
て
い
た
長
男

（
専
務
）
が
、
家
業
を
手
伝
う
こ
と
に
。
こ

の
頃
か
ら
、
同
社
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
と
、
今
後
の
建
具
業
界
の
動
向
を
予

測
し
、
主
力
を
建
具
か
ら
特
注
家
具
に
転

回
し
た
の
で
す
。
取
引
先
も
増
え
て
、
よ

う
や
く
軌
道
に
乗
り
か
か
っ
た
頃
に
、
こ

こ
で
問
題
に
直
面
し
ま
し
た
。
従
業
員
も

増
え
、
五
人
体
制
で
製
作
に
当
た
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
建
具
と
違
い
、
家
具
製
作

の
た
め
の
数
倍
の
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き

ず
、
極
め
て
稼
動
力
も
低
下
す
る
と
い
う

事
態
が
発
生
し
ま
し
た
。
新
た
な
工
場
を

求
め
て
模
索
中
、
昭
和
六
十
三
年
、
現
在

地
を
購
入
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
同

時
に
、
㈲
桜
井
木
工
と
法
人
化
し
、
業
務

内
容
を
店
舗
什
器
・
内
装
工
事
と
拡
大
し

ま
し
た
。

　
平
成
五
年
、
資
材
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
強

い
薦
め
と
、
社
長
自
身
「
人
工
大
理
石
」

に
強
く
興
味
を
感
じ
、
デ
ュ
ポ
ン
コ
ー
リ

ア
ン
社
主
催
の
加
工
研
修
会
を
受
講
し
た

の
で
す
。「
人
工
大
理
石
」
と
は
、
Ｎ
Ｃ
加

工
や
熱
加
工
に
よ
り
、
様
々
な
二
次
曲
面

を
創
り
出
す
事
が
可
能
で
、
天
然
石
と
は

異
な
る
暖
か
さ
や
柔
ら
か
さ
の
質
感
は
十

分
に
表
現
で
き
る
と
い
う
理
想
の
素
材
で

す
。
最
近
で
は
需
要
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、

同
社
は
県
内
で
も
数
少
な
い
加
工
業
者
と

な
っ
た
の
で
す
。
主
に
キ
ッ
チ
ン
や
カ
ウ

ン
タ
ー
の
天
板
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
用
と
広

範
囲
に
製
作
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
は
音
響
メ
ー
カ
ー
か
ら
人

工
大
理
石
仕
様
の
ス
ピ
ー
カ
ー
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
の
製
作
依
頼
が
あ
り
、
初
め
て
の

試
み
で
し
た
が
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
う
え

で
納
得
で
き
る
製
品
を
完
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
関
東
圏
内
の
取
引
会
社
か
ら

の
受
注
が
九
十
％
を
占
め
て
お
り
、
主
に

美
容
室
や
薬
局
、
飲
食
店
、
公
共
施
設
へ
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企
業
ト
ピ
ッ
ク
ス
　
第
５
回
／
㈲
桜
井
木
工

　
信
頼
さ
れ
る

　
　
　

も
の
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
更
な
る
挑
戦
！

特
注
家
具
へ
の
転
機

㈲
桜
井
木
工
の
前
身

人
工
大
理
石
に
魅
せ
ら
れ
て

納
期
厳
守
は
社
員
一
丸

FURNITURE SAKURAIの皆さん

生きた収納（白いおもちゃ箱・東京）
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の
納
品
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
納
品

場
所
が
遠
方
の
為
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ア

フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
を
徹
底
し
、
万
全
を
図

る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。
完
全
受
注
性

の
た
め
、
工
場
に
て
製
作
し
、
納
入
場
所

に
て
取
付
け
施
工
を
終
え
、
お
客
様
か
ら

満
足
の
声
を
頂
い
た
時
が
一
番
の
喜
び
で

す
。
製
作
の
過
程
で
変
更
が
発
生
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
決
し
て
納
期
が

延
長
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
「
納
期
厳
守
」

は
必
須
で
あ
り
、
そ
の
際
は
「
社
員
一
丸
」

と
な
っ
て
製
作
に
取
り
組
み
納
期
厳
守
に

努
め
て
い
ま
す
。

　「
人
工
大
理
石
加
工
・
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
関

係
」
は
社
長
が
担
当
。「
店
舗
什
器
・
特
注

家
具
・
特
注
キ
ッ
チ
ン
・
リ
フ
ォ
ー
ム
関

係
」
は
専
務
が
担
当
し
て
い
ま
す
。「
特
注

キ
ッ
チ
ン
」
と
は
、
実
際
に
使
用
す
る
方

の
使
い
勝
手
、
お
客
様
の
希
望
を
取
り
入

れ
て
、
自
由
に
オ
ー
ダ
ー
で
き
る
商
品
で

す
。
見
せ
る
キ
ッ
チ
ン
・
見
せ
な
い
キ
ッ

チ
ン
・
見
せ
る
収
納
・
見
せ
な
い
収
納
等
、

最
近
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
ビ
ル
ト

イ
ン
食
洗
器
は
も
と
よ
り
、
ビ
ル
ト
イ
ン

洗
濯
機
を
キ
ッ
チ
ン
に
組
み
込
ん
だ
施
工

例
も
あ
り
ま
す
。
生
ゴ
ミ
を
処
理
で
き
る

電
気
器
具
を
排
水
部
分
に
取
付
け
る
こ
と

に
よ
り
、
生
ゴ
ミ
を
九
十
％
削
減
す
る
事

が
出
来
ま
す
。
衛
生
面
で
は
匂
い
の
発
生

を
防
ぎ
、
シ
ン
ク
内
に
水
き
り
か
ご
が
不

要
に
な
り
小
ス
ペ
ー
ス
化
で
き
、
メ
リ
ッ

ト
も
大
き
い
よ
う
で
す
。
デ
ザ
イ
ン
・
機

能
・
使
い
易
さ
を
重
視
し
、「
家
事
を
楽
し

め
る
」
キ
ッ
チ
ン
創
り
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

と
、
完
全
オ
ー
ダ
ー
キ
ッ
チ
ン
は
地
元
の

方
に
も
ご
提
案
で
き
る
商
品
で
す
。

　
現
在
、
Ｕ
Ｖ
塗
装
の
技
術
の
修
得
を
目

指
し
、
専
用
塗
装
ブ
ー
ス
等
の
設
備
に
あ

た
り
、
メ
ー
カ
ー
と
検
討
中
で
す
。
時
代

の
流
れ
と
共
に
、
変
化
す
る
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
。
デ
ザ
イ
ン
思
考
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。「
信
頼
さ
れ
る
も
の
づ
く
り
」
を
目
指

し
、
今
後
、
更
に
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
ま
す
よ
う
、
卓
越
し
た
技
術
の

修
得
に
努
め
、「
更
な
る
挑
戦
」
は
続
き
ま

す
。
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企 業 の 概 要

事業所名　　有限会社 桜井木工

代表者名　　桜井　　了／専務　桜井　仁志

住　　所　　天童市大字蔵増448－1

　　　　　　TEL 023－654－0181　FAX 023－654－2102

　　　　　　E-mail：info@sakurai-mokkou.co.jp

業務内容　　人工大理石加工・注文家具・

　　　　　　店舗家具・内装工事

更
な
る
挑
戦
！

家
事
を
楽
し
む
、

　
　
　
オ
ー
ダ
ー
キ
ッ
チ
ン

美  容  室 －１ 美  容  室 －２

オーダーキッチン（人工大理石） 店舗什器（靴店）

キキャャビビネネッットト加工中加工中のの
桜井社桜井社長長
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商
工
会
議
所
重
要
事
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、

建
議
要
望
活
動
に
つ
い
て
、
財
務
省
、
国
土

交
通
省
、
山
形
県
、
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
仙

台
支
店
、
県
選
出
の
国
会
議
員
等
へ
要
望
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
本
所
か
ら
は
、
山
本
会

頭
、
古
瀬
局
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
要
望
事
項
は
県
内
七
つ
の
商
工
会
議
所
か

ら
提
出
さ
れ
た
案
件
を
、
県
商
工
会
議
所
連

合
会
総
会
で
議
決
を
得
た
三
十
二
項
目
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
天
童
商
工
会
議
所
が
活
力
あ
る

地
域
振
興
を
図
る
た
め
に
提
案
し
た
項
目
は
、

左
記
の
と
お
り
で
す
。

　
七
月
七
日
に
山
形
県
庁
を
訪
問
、
日
野
副

知
事
と
懇
談
、
齋
藤
知
事
宛
に
要
望
書
を
手

渡
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
県
議
会
事
務
局
を

訪
問
し
、
今
井
榮
喜
議
長
に
要
望
書
を
手
渡

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
仙
台
支

店
と
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
を
訪
問

し
て
お
り
ま
す
。

　
七
月
二
十
日
に
は
国
土
交
通
省
、
財
務
省

な
ど
を
訪
問
し
、
地
域
振
興
の
た
め
の
事
業

推
進
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。
地
元
選
出

国
会
議
員
の
方
々
と
山
形
県
の
発
展
に
つ
い

て
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
所
と
山
形
商
工
会
議
所
で
は
、
九
月
六

日
に
村
山
総
合
支
庁
に
要
望
書
を
提
出
、
ま

た
、
九
月
二
十
日
に
東
北
六
県
連
で
財
務
省
、

国
土
交
通
省
、
経
済
産
業
省
等
に
要
望
活
動

を
行
う
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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県知事に対する要望活動（山形県庁県知事に対する要望活動（山形県庁））

１．中心市街地の振興について

　　焔まちづくり三法の速やかな改正

２．小規模事業経営支援事業費補助金について

　　焔当該補助金の現状維持

３．広域観光を推進するためのネットワーク整備と誘

客の促進について

　　焔県内及び隣県を含めた広域観光と国際広域セー

ルスの推進

４．道路特定財源制度の堅持について

　　焔地方道路整備の効果的、効率的推進

５．官公需等の地元優先措置の推進について

　　焔景気対策上から、地元優先発注の促進

６．新産業創出を見据えたものづくり企業の立地促進

について

　　焔新産業分野の企業誘致の促進

７．山形空港の運航拡充について

　　焔山形－東京便の早期複数便化

８．山形新幹線の全線複線化と所要時間短縮について

９．仙山線の高速化と仙台空港駅への相互乗り入れに

ついて

10．東北中央自動車道の整備促進について

11．国道13号、47号の整備促進について 阿部政俊参議院議員に対する要望活阿部政俊参議院議員に対する要望活動動

五所秘書に要望書を手渡す山本会五所秘書に要望書を手渡す山本会頭頭
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七
月
二
十
二
日
（
土
）
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
初
め
て
お
披
露
目
と

な
っ
た
「
モ
ン
テ
だ
る
ま
」
で
す
が
、
多
く

の
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
「
か
わ
い
い
」「
お
も
し

ろ
い
」
と
声
が
か
か
り
、
一
時
間
あ
ま
り
で

ほ
ぼ
完
売
の
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
な
か
に

は
一
人
で
三
個
買
っ
た
方
も
お
り
予
想
以
上

の
反
響
に
驚
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
去
る
八
月
四
日
（
金
）
か
ら
三
連
戦

が
行
わ
れ
た
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ

ル
ス
の
試
合
会
場
で
は
、「
楽
天
だ
る
ま
」
が

販
売
さ
れ
ま
し
た
。
暑
い
な
か
で
の
試
合
と

な
り
ま
し
た
が
、
熱
心
な
野
球
フ
ァ
ン
の
声

援
を
背
に
二
勝
一
負
と
勝
ち
越
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
楽
天
だ
る
ま
に
も
興
味
を
も
っ

て
い
た
だ
き
、
徐
々
に
販
売
に
も
勢
い
が
つ

い
て
く
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
企
画
と
し
て
は
、
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
推
進
協
議
会
と
し
て
、
い

つ
も
熱
い
声
援
を
送
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
に
、
モ

ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
最
終

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
と
な
る
十
二

寂
惹

弱
弱
弱
弱
弱
弱

月
二
日
（
土
）
に
先
着
一
、〇

寂
惹

弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱

〇
〇
名
に
、「
オ
リ
ジ
ナ
ル
特

寂
惹

弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱

製
モ
ン
テ
ミ
ニ
だ
る
ま
」
の

寂
惹

弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
企
画
し
て
い

寂
惹

弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱

ま
す
。
同
じ
く
「
オ
リ
ジ
ナ

寂
惹

弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱

ル
特
製
楽
天
ミ
ニ
だ
る
ま
」

寂
惹

弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱

を
、
市
民
応
援
デ
ー
と
な
っ

寂
惹

弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱

て
い
る
九
月
九
日
（
土
）と
十

寂
惹

弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱

日
（
日
）
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
二

寂
惹

弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱

連
戦
に
、
五
〇
〇
個
ず
つ
プ

寂
惹

弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱

レ
ゼ
ン
ト
の
予
定
と
な
っ
て

寂
惹

弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱

い
ま
す
。
是
非
、
会
場
に
お

こ
し
く
だ
さ
い
。
 

　
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
東
北
天
童
支
店

　
　
　
　
佐
　
藤
　
利
喜
弥

　
　
　
　
　
　
　
↓

　
　
　
　
酒
　
井
　
香
奈
子

　
㈱
山
形
チ
ノ
ー

　
　
　
　
刈
　
谷
　
嵩
　
夫

　
　
　
　
　
　
　
↓

　
　
　
　
位
　
田
　
敏
　
和

　
天
童
建
設
総
合
組
合

　
　
　
　
今
　
田
　
吉
　
雄

　
　
　
　
　
　
　
↓

　
　
　
　
設
　
楽
　
　
　
健
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　今年度、新たに創作した「縁福達磨」の販売をいよいよ開始

しました。「モンテだるま」と「楽天だるま」の２種類の先行販

売となりますが、県外からの問い合わせや熱烈なサポーターか

らの支持で好調な売れ行きとなっています。

　100個限定の販売ですが、この販売により各チームへの直接
的な支援に繋がることから、来年度以降についても大きな期待

が寄せられています。
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社
会
人
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
早
く
も

四
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
先
輩
方
の
て
い

ね
い
で
手
際
の
良
い
接
客
を
見
て
、
た
だ

感
心
し
て
い
た
頃
に
比
べ
現
在
は
、
少
し

ず
つ
で
す
が
接
客
態
度
が
身
に
つ
い
て
き

た
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
高
校
の
時
に
自
分
に
合
っ
た
仕
事

は
何
な
の
か
、
や
り
た
い
仕
事
は
何
な
の

か
色
々
考
え
た
結
果
、
接
客
業
に
就
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
姉
が
学
生
の

時
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
お
り
、
親
近
感

が
あ
る
ボ
ン
む
ら
や
ま
に
就
職
希
望
し
ま

し
た
。

　
研
修
期
間
か
ら
今
ま
で
、
一
通
り
の
仕

事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
商
品
の

値
段
や
特
徴
、
名
前
な
ど
を
覚
え
る
の
に

苦
労
し
ま
し
た
が
、
何
度
も
繰
り
返
し
な

が
ら
覚
え
て
い
く
事
が
で
き
ま
し
た
。
中

で
も
大
変
な
の
は
、
商
品
を
包
装
す
る
作

業
で
、
箱
の
大
き
さ
や
中
身
に
よ
り
包
装

の
方
法
が
変
わ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に

合
っ
た
方
法
を
身
に
つ
け
て
い
く
の
に
も

う
少
し
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

　
毎
日
色
々
な
お
客
様
や
仕
事
を
通
し
、

改
め
て
、
接
客
の
言
葉
使
い
や
態
度
の
難

し
さ
を
感
じ
ま
す
。
少
し
で
も
早
く
一
人

前
に
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

も
日
々
笑
顔
と
て
い
ね
い
な
接
客
を
心
が

け
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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㈲ボンむらやま

本　田　愛　夢さん

○趣味：料理、読書

○好きな言葉：思いやり

輝け…新社会人
社会人としての抱負

［会  社  概  要］

有限会社 ボンむらやま
代表者名　村　山　与四郎

〒994-0031
　天童市天童中三丁目1－21

　T E L 023－654－3274
　FAX 023－654－5801

事業内容　菓子製造販売
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　７月上旬、商店街・商業集積地11地点で、自動車・歩行者等の通行量実態調査を実施しました。通行量は、商店街

並びに個店の経営基盤をあらわす重要なデータで今後の商業活性化の施策づくりの基礎資料となります。

　調査の結果、前回（平成15年度）と比較して、自動車については各調査地点で微増、歩行者・自転車バイクについ

ては減少と、お客様の行動に大きな変化が見られました。

　　　　　　　　　　◆ 調　査　日　７月９日（日）曇　／　10日（月）雨のち曇

　　　　　　　　　　◆ 時　　間　午前10時～午後７時　９時間の通行量

　　　　　　　　　　◆ 調査地点　商店街・商業集積地周辺　11地点

　　　　　　　　　　◆ 調査内容　自動車・バイク自転車・歩行者

歩行者　バイク自転車　　（休日・曇／平日・雨のち曇）　自　動　車　　　　　　　　　　　（休日・曇）

自動車（台）：休日　　※係数は、午前10時～午後７時までの９時間の通行量の合計です。

１時間（台）前回対比平成18年7月平成15年7月調査地点／年度

830113.2%7,4736,603荘内銀行天童支店前グリーンモール★

54191.9%4,8655,296川原子酒店前北本町商店街★

747118.4%6,7235,677バーバークニイ前王将通り商店街

698101.7%6,2846,177ぶんぶん堂前もみじ通り　

567104.2%5,1034,896コアビル前ニューてんどう商店街 

435106.4%3,9193,683マックスバリュ前わくわくランド

93396.9%8,3968,666たかき前　交り江地区

506103.0%4,5524,421北部公園北部地区

72795.2%6,5446,874ヤマザワ天童西店前南小畑地区

1,006110.3%9,0518,208結城燃料店※新関商店ホームバリュ周辺★

643104.4%5,7905,544ツルハドラッグ前ららぱーく周辺

★は、平成18年度の新たな調査ポイントまたは若干の移動ポイント。

歩行者（人）：休日・平日

１時間

（人）
前回対比

平成18年
７月

平成15年
７月

調査地点／年度

2656.6%232 410 休日荘内銀行

天童支店前

グリーンモール

商店街 2754.7%245 448 平日

6966.2%625 944 休日
コアビル前

ニューてんどう

商店街 7589.7%678 756 平日

※係数は、午前10時～午後７時までの９時間の通行量の合計です。

※平成18年度通行量調査結果を必要な方は、天童商工会議所

　までお問い合わせ下さい。
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第
三
回
山
形
県
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
コ

ン
テ
ス
ト
が
八
月
三
日
、
東
根
市
の
さ
く
ら

ん
ぼ
タ
ン
ト
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
同
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
県
内
七
つ
の
ク

ラ
ブ
か
ら
一
四
〇
名
の
小
学
生
が
参
加
し
、

「
か
ざ
車
カ
ー
」
と
「
フ
ォ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
」
の

二
部
門
に
速
さ
と
ア
イ
デ
ア
を
競
い
ま
し
た
。

当
所
工
業
部
会
（
鎗
水
景
一
部
会
長
）
事
業

の
一
環
と
し
て
今
年
五
月
に
発
足
し
た
「
天

童
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
」
も
初
参
加
。
両

部
門
に
合
わ
せ
て
二
十
四
名
が
果
敢
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
県
内
他
ク
ラ
ブ
会
員
と
の
交
流

を
深
め
合
い
ま
し
た
。
 

 

　
当
所
と
天
童
市
雇
用
対
策
協
議
会
で
は
八

月
十
八
日
、
若
年
者
地
域
連
携
事
業
の
一
環

と
し
て
未
来
の
職
業
を
考
え
る
職
場
見
学
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
高
校
生
が

実
際
に
企
業
を
見
学
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実

社
会
に
お
け
る
職
場
適
応
を
高
め
て
将
来
の

職
業
選
択
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
目
的
で
実

施
し
た
も
の
で
、
当
日
は
地
元
の
天
童
高
校
、

山
形
電
波
工
業
高
校
の
一
、
二
年
生
四
十
七

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
天
童
市
内
の
企
業
四

社
を
二
班
に
分
か
れ
て
見
学
し
、
企
業
の
現

場
を
自
分
の
目
で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る

な
ど
有
意
義
な
見
学
会
と
な
り
ま
し
た
。

商工てんどう VOL.165 September 20069

５ｍの特設コースでのタイムを競う

速い速い！「フォバークラフト」 うちわであおぐ「かざ車カー」
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大
正
十
五
年
六
月
生
、
八
十
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
も

元
気
で
、
毎
朝
六
時
三
十
分
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
体
操
」
を
雨
の

日
も
雪
の
日
も
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
八
年
七
月
、
天
童
ラ
ジ
オ
体
操
会
が
、
現
在
の
県
青
年

の
家
で
あ
る
、
天
童
尋
常
高
等
小
学
校
の
校
庭
で
、
東
海
林
駿

し
ゅ
ん

士
先
生
の
指
導
で
発
足
し
ま
し
た
。
そ
れ
も
昭
和
六
年
満
州
、

じ十
二
年
日
支
、
十
五
年
二
六
〇
〇
年
紀
元
節
、
十
六
年
太
平
洋
、

戦
争
、
「
一
億
一
丸
、
健
康
で
勝
利
の
日
ま
で
」
と
教
育
さ
れ
、

郵
政
省
簡
易
保
険
局
の
推
め
で
毎
朝
六
時
ラ
ジ
オ
体
操
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
世
代
に
生
き
た
私
、
戦
後
六
十
一
年
今
も
根

気
強
く
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
十
歳
よ
り
学
用
品
代
や
高
等
科
の
授
業
料
な
ど
、
家
計
の
手

助
け
の
た
め
将
棋
駒
の
漆
書
き
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
駒
書
は
、

坐
業
の
た
め
、
子
供
の
成
長
期
に
悪
い
と
言
わ
れ
た
が
、
せ
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
の
で
先
生
、
先
輩
の
指
導
で
、
運
動
不
足
に
な

ら
ぬ
よ
う
に
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
将
棋
駒
師
匠
の
は
か
ら
い
で
、
内
職
者
の
所
に
、
リ
ヤ
カ
ー

に
沢
山
の
将
棋
駒
を
積
ん
で
材
料
運
搬
、
自
転
車
に
リ
ヤ
カ
ー

を
つ
な
ぎ
配
達
、
こ
れ
が
足
、
腰
の
鍛
練
に
な
り
、
大
好
き
な

ス
ポ
ー
ツ
、
特
に
陸
上
競
技
、
柔
道
、
ス
キ
ー
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
を
す
る
よ
う
に
な
り
現
在
で
は
、
ゴ
ル
フ
を
や
っ
て
い
る
。

「
継
続
は
力
な
り
」

　
自
転
車
は
、
ペ
ダ
ル
を
重
く
し
て
乗
り
廻
し
て
い
ま
す
。
食

べ
物
は
何
で
も
食
べ
る
。
特
に
甘
い
物
、
コ
ー
ヒ
ー
は
大
好
物
。

タ
バ
コ
は
、
先
輩
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
に
は
、
一
番
悪
い
と

聞
か
さ
れ
て
一
生
吸
わ
ぬ
と
決
め
て
い
ま
す
。

　
私
の
日
課
。
五
時
起
床
、
五
時
三
十
分
軽
食
、
六
時
三
十
分

体
操
、
九
時
三
十
分
仕
事
、
十
二
時
～
十
三
時
昼
食
、
十
五
分

位
の
昼
寝
、
仕
事
、
十
八
時
温
泉
入
浴
、
十
九
時
三
十
分
夕
食
、

二
十
二
時
寝
床
。
「
継
続
は
力
な
り
」
と
肝
に
命
じ
規
則
正
し

く
生
活
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　将棋駒製造伝統工芸士書師

　　　　  森　　恵治さん
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こ
の
度
、
商
工
会
議
所
様
か
ら
「
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
」
に
つ
い
て
寄
稿
ご
依
頼
が

あ
り
、
表
題
と
は
外
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
を
述
べ
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
天
童
勤
務
し
て
以
来
通
算
で
五
年
に

な
り
ま
す
。
第
五
次
天
童
市
総
合
計
画
が
平

成
十
二
年
度
に
策
定
に
基
づ
き
諸
事
情
を
実

践
さ
れ
た
結
果
、
天
童
市
内
に
お
け
る
街
並

み
、
景
観
が
変
わ
っ
た
と
い
う
実
感
が
あ
り

ま
す
。
旧
国
道
十
三
号
線
駅
前
通
り
拡
幅
工

事
に
伴
う
統
一
し
た
街
並
み
、
舞
鶴
山
東
側

の
北
目
地
区
の
発
展
振
り
に
は
当
市
の
意
気

込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
、
最
近
の
天
童
市
人
口
が
伸
び
悩
ん

で
い
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
平

成
十
八
年
四
月
時
点
で
前
年
度
比
較
し
ま
す

と
自
然
増
（
出
生
数

－
死
亡
数
）
が
十
六
名

と
県
内
で
は
プ
ラ
ス
は
当
市
し
か
な
く
他
の

市
町
村
は
全
て
マ
イ
ナ
ス
と
い
う
現
状
に
あ

り
ま
す
が
、
し
か
し
そ
れ
に
社
会
増
加
率（
転

入
者
、
転
出
者
）
を
加
味
す
る
と
逆
に
マ
イ

ナ
ス
六
十
一
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
と
市
の
人

口
は
増
加
さ
せ
て
行
か
な
け
れ
ば
、
市
の
財

政
規
模
は
大
き
く
な
ら
な
い
ば
か
り
か
先

細
っ
て
行
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
後
期
基
本
計
画
に
も
示
し
て
お
ら

れ
る
よ
う
に
、
少
子
高
齢
化
対
策
事
業
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
場
産
業
の
振
興
策
や
、

本
市
に
進
出
を
希
望
す
る
事
業
所
に
は
即
座

に
対
応
で
き
る
よ
う
企
業
誘
致
促
進
の
た
め

の
施
策
の
具
体
化
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ

る
魅
力
あ
る
観
光
都
市
と
し
て
積
極
的
な
ア

ピ
ー
ル
も
欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
観
光
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
こ

れ
ま
で
市
議
会
で
も
い
ろ
い
ろ
論
じ
ら
れ
て

お
り
ま
す
よ
う
に
、
本
市
の
持
つ
交
通
ア
ク

セ
ス
の
有
利
性
を
鑑
み
、
そ
こ
に
地
域
の
も

つ
観
光
資
源
（
自
然
の
観
光
資
源
、
社
会
的

な
観
光
資
源
、
人
的
な
観
光
資
源
）
を
つ
な

げ
、
面
と
し
て
の
資
源
を
生
か
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
既
に
観
光
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
い

る
人
間
将
棋
、
夏
祭
り
、
平
成
鍋
合
戦
な
ど

は
観
客
動
員
数
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

益
々
伸
ば
し
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。
し
か

し
、
一
方
で
は
今
後
の
本
市
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
行
く
若
者
が
集
う
天
童
高
原
ス

キ
ー
場
、
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
は
年
毎
に
減
少

傾
向
に
あ
り
、
何
ら
か
の
対
策
も
講
じ
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
思
い
ま
す
。

　
現
在
の
観
光
客
の
動
向
は
、
大
量
輸
送
、

大
量
消
費
型
か
ら
小
グ
ル
ー
プ
型
、
専
門
分

野
追
求
型
に
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
魅
力

あ
る
観
光
資
源
の
発
掘
と
そ
の
資
源
の
活
用
、

活
用
す
る
た
め
の
人
的
対
応
と
地
域
連
携
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

　
天
童
温
泉
と
女
将
が
実
践
し
た
、
山
寺
と

の
連
携
、
最
上
川
船
下
り
連
携
は
非
常
に
好

評
を
得
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
埋
も
れ
て
い
る

天
童
市
周
辺
の
観
光
資
源
を
発
掘
し
、
行
政

区
域
に
と
ら
わ
れ
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

に
立
っ
た
観
光
振
興
策
を
市
観
光
協
会
共
々

展
開
す
る
こ
と
で
、
天
童
の
観
光
は
も
っ
と

も
っ
と
光
彩
を
放
つ
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
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荘内銀行　天童中央支店

支店長　佐々木　芳　弘 さん

　
人
口
が
伸
び
活
力
あ
る
天
童
市
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
大
変
難
し
い
状
況

に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
想
い
や
考
え
方
を
自
由
な
発
想
で
述
べ
て
い
た
だ
く
コ
ー

ナ
ー
と
し
て
、
一
年
間
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

嵯 差左

嵯 差左
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八
月
八
日
（
火
）
、
天
童
夏
祭
り
花
笠
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
た
沿
道
に
て
、
我
々
青
年

部
で
は
飲
食
・
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
を
出
店
致

し
ま
し
た
。
何
ヶ
月
も
前
か
ら
矢
萩
企
画
委

員
長
の
元
、
連
日
連
夜
試
行
錯
誤
し
て
考
え

た
飲
食
物
や
イ
ベ
ン
ト
だ
け
に
当
日
は
大
盛

況
。
ブ
ー
ス
前
に
も
、
椅
子
テ
ー
ブ
ル
を
設

置
し
多
く
の
方
々
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ス

ペ
ー
ス
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
八
月
十
九
日
（
土
）
、
山
形
県
総
合

運
動
公
園
の
い
こ
い
の
広
場
で
開
催
さ
れ
た

「
第
七
回
山
形
国
際
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
　
天
童
」
に
お
き
ま
し
て
も
飲
食
ブ
ー
ス

in
の
出
店
を
し
ま
し
た
。

　
日
本
を
始
め
海
外
か
ら
名
だ
た
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
達
が
集
結
。
炎
天
下
の
中
、
ス
テ
ー

ジ
上
か
ら
響
き
渡
る
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
Ｙ
な
グ
ル
ー

ヴ
感
に
多
く
の
観
客
者
含
め
我
々
青
年
部
の

熱
も
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
。
と
て
も
エ
キ
サ
イ

テ
ィ
ン
グ
で
感
動
的
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
去
る
八
月
二
十
三
日（
水
）、
鶴
岡
市
の
グ

ラ
ン
ド
エ
ル
・
サ
ン
に
お
い
て
、
山
形
県
商

工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
県
内
七
商
工
会
議
所
女
性
会
会
員
が
、
一

同
に
集
ま
る
年
一
回
の
総
会
に
、
今
年
は
一

五
一
名
が
集
結
し
、
大
盛
会
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

　
記
念
講
演
に
は
、
地
元
天
澤
寺
住
職
庄
司

良
圓
氏
を
迎
え
、「
お
ご
る
な
よ
、
月
の
ま
る

き
も
只
一
夜
」
と
い
う
、
美
し
い
満
月
の
よ

う
に
満
ち
足
り
た
思
い
は
、
そ
う
い
つ
も
あ

る
こ
と
で
は
な
い
。
思
い
上
が
れ
ば
つ
ま
ず

い
て
し
ま
う
と
い
う
、
慢
心
を
戒
め
る
格
言

を
始
め
、
様
々
な
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
今
が
旬
の
お
菓
子
や
だ
だ

ち
ゃ
豆
、
つ
け
も
の
や
絵
ろ
う
そ
く
な
ど
、

鶴
岡
市
内
の
地
元
特
産
品
の
販
売
も
あ
り
、

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
列
を
作
っ
て
購
入
し

て
い
ま
し
た
。

　
来
年
は
酒
田
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
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▲ 暑い夏はかき氷が一番

▼ 子供に大人気の水ヨーヨー釣り

▲ 会場には3,000名を超える
　 ジャズファンが訪れた

▼ 飲食ブースも大盛況
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六
月
十
一
日
（
日
）
に
実
施
さ
れ
た
第
一
一

三
回
簿
記
検
定
に
お
い
て
、
当
所
か
ら
四
人

目
の
合
格
者
が
で
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。
高
擶
に
お
住
ま
い
の
渡
辺
淳
一

さ
ん
で
す
。
渡
辺
さ
ん
に
喜
び
の
声
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
家
族
を
は
じ
め
応
援
し
て
く
れ
た

方
達
に
感
謝
し
た
い
で
す
。

　
仕
事
を
し
な
が
ら
独
学
で
資
格
取
得
を
目

指
し
た
の
で
、
勉
強
時
間
の
確
保
・
学
習
方

法
で
か
な
り
苦
労
し
ま
し
た
。
実
際
過
去
に

何
度
か
失
敗
し
て
お
り
、
今
回
合
格
す
る
事

が
出
来
て
、
す
ご
く
嬉
し
い
気
持
ち
と
、
や
っ

と
合
格
出
来
た
と
い
う
安
堵
の
気
持
ち
で
一

杯
で
す
。
途
中
で
諦
め
ず
、
毎
日
コ
ツ
コ
ツ

と
勉
強
を
続
け
て
き
た
こ
と
が
こ
の
結
果
に

つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
合
格
を
糧
に
、
次
は
税
理
士
を
目
指

し
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

渡
辺
　
淳
一
さ
ん

 

　
日
本
珠
算
連
盟
と
天
童
珠
算
連
盟
主
催
の

「
全
国
あ
ん
ざ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
」（
天
童
地
区
）

が
七
月
八
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
優
勝
者
は
次
の
通
り
で
す
。
優

勝
者
の
皆
さ
ん
は
、
後
日
、
全
国
順
位
が
決

定
し
発
表
さ
れ
ま
す
。

◆
小
学
校
一
年
生
以
下
の
部
＝
桜
井
康
陽

（
蔵
増
小
）
◆
小
学
校
二
年
生
の
部
＝
板
垣
ふ

た
ば
（
村
山
・
西
郷
小
）
◆
小
学
校
三
年
生

の
部
＝
清
野
美
穂
（
荒
谷
小
）
◆
小
学
校
四

年
生
の
部
＝
国
分
陽
菜
（
天
童
南
部
小
）
◆

小
学
校
五
年
生
の
部
＝
大
山
貴
恵
（
山
口
小
）

◆
小
学
校
六
年
生
の
部
＝
那
須
健
汰
（
蔵
増

小
）
◆
中
学
校
一
年
生
の
部
＝
東
海
林
郁（
天

童
一
中
）
◆
中
学
校
二
年
生
の
部
＝
佐
藤
千

尋
（
天
童
一
中
）
◆
中
学
校
三
年
生
の
部
＝

武
田
康
芳
（
天
童
一
中
）
◆
一
般
の
部
Ⅰ
＝

太
田
尚
美
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10月は社会保険労務士制度推進月間です

年金と職場のトラブルなどの問題に関する

無料相談会無料相談会無料相談会無料相談会無料相談会
相談日 10月１日（日）受付時間 10：00～20：00
１）電話相談
　　フリーダイヤル

２）面談による相談

0120-548-664
会場　食糧会館１階会議室

ご　　用　　は　　　　労　　務　　士　へ

※県内どこからでも
　利用できます。

山形市旅篭町3-1-4
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総 会 員 数
1,884（個人1,087・団体15・法人782）

平成18年８月１日現在

法律相談（奇数月１回）
日　時 平成18年９月21日（木）
 午後１時30分～午後４時
場　所 天童商工会議所　２Ｆ相談室
相談員 弁護士　細谷　伸夫さん

健康相談（奇数月１回）
日　時 平成18年９月27日（水）
 午前10時～午後４時
場　所 天童商工会議所　２Ｆ相談室
相談員 山形地域産業保健センター産業医・保健師

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

９月の花（リンドウ）的確・正義感・誠実
　　　　　　　　　　貞淑・悲しむ君が好き

表紙の花

税務相談（毎月１回）
日　時 平成18年９月11日（月）
 午後１時30分～午後４時
場　所 天童商工会議所　２Ｆ相談室
相談員 東北税理士会山形支部所属の市内税理士

　　　≪10月のご案内≫　

　　日　時　平成18年10月10日（火）
　　　　　　午後１時30分～午後４時
　　場　所　天童商工会議所　２Ｆ相談室

社会保険・年金相談（毎月１回）
日　時 平成18年９月５日（火）
 午前10時～午後４時
場　所 天童商工会議所　２Ｆ相談室
相談員 山形県社会保険労務士会山形支部所属の
 社会保険労務士

　　　≪10月のご案内≫　

　　日　時　平成18年10月３日（火）
　　　　　　午前10時～午後４時
　　場　所　天童商工会議所　２Ｆ相談室
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